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【はじめに】当所では、飼養衛生管理の向上のため農場 HACCP（以下 HACCP）の取組5 

を推進しており、今回、管内の府立高校の採卵鶏実習農場が農業高校では西日本初と

なる HACCP 認証を取得したので、その概要について報告。【取組内容】農業高校は一

般生産者と異なる特徴があることから、それを留意した指導を行った。①高校教育の

一環として取り組むため、マニュアル作成やサルモネラの採材実習等多くの生徒が考

え体験できる機会を持たせる。②生徒は書類作成や月一回の打合せ時には HACCP 責任10 

者である教員と事前調整を行う。③鶏舎以外に乳牛舎、肉用牛舎があることから各畜

舎を含む広い 1つの飼養衛生管理区域を設定。④多くの生徒が実習のため飼養衛生管

理区域や鶏舎に立ち入ることから効率的かつ効果的な着替、消毒等の動線を確立し周

知。⑤生徒は 3年で卒業するため上級生が後輩に飼養衛生管理基準に準じた飼養管理

技術を確実に伝達。【まとめ】生徒自身が、これまで行ってきた作業の中に様々な課15 

題があることに気づき、話し合いを通じて改善し、それを飼養衛生管理区域の着替え

室や鶏舎に掲示することにより他の生徒や後輩に周知するなど HACCP を自分たちの

問題として取り組むようになった。HACCP の衛生管理システムの考え方は、社会に出

ても多くの場面で活用できるものと期待する。 


